
藤岡
ふじおか

・妙義
みょうぎ

観光
かんこう

スポット

薄
うす

氷
こおり

峠
とうげ

鉄道
てつどう

文化
ぶんか

むら

妙義山
みょうぎさん

めがね橋
はし

霧
きづみ

積
つ

温泉
おんせん

不二
ふじ

洞
どう

下仁田
しもにた

温泉
おんせん

全長
ぜんちょう

約
やく

2.2kmを誇
ほこ

る鍾乳洞
しょうにゅうどう

。このうち約
やく

700mが見学
けんがく

コースとして開放
かいほう

されています。夏
なつ

でもひにゃりとする洞内
どうない

には天
てん

井
じょう

や地面
じめん

から伸
の

びた鍾乳石
しょうにゅうせき

などが無数
むすう

にあります。

栗山
くりやま

川
かわ

の清流
せいりゅう

沿
そ

いに湧
わ

く閑静
かんせい

な温泉
おんせん

。静
しず

かな離
はな

れ形式
けいしき

の一軒
いっけん

宿
やど

「清流
せいりゅう

荘
そう

」がある。泉質
せんしつ

は美人
びじん

湯
ゆ

として名高
なだか

く皮膚
ひふ

をな

めらかにする効果
こうか

があるといわれています。

群馬県
ぐんまけん

観光
かんこう

スポット

横川駅
よこかわえき

から軽井沢
かるいさわ

駅
えき

の間
あいだ

を結
むす

んだ旧
きゅう

碓氷
うすい

線
せん

はレールと機関車
きかんしゃ

の歯車
はぐるま

をかみ合
あ

わせて進
すす

むアプト式
しき

で走行
そうこう

。遺構の中
いこう なかばし

で、めがね橋
ばし

が今も美
いま うつく

しいアーチ型を残
かた のこ

している。

古
ふる

くは西条
さいじょう

八十
はちじゅう

の詩
うた

「帽子
ぼうし

」で歌
うた

われ、森村
もりむら

誠一
せいいち

の小説
しょうせつ

「人間
にんげん

の証明
しょうめい

」の舞台
ぶたい

にもなるなど文
ぶん

人
じん

墨
すみ

客
きゃく

に親
した

しまれた。山
やま

奥
おく

のさらに奥の静
おく しず

かな温泉地
おんせんち

。湯
ゆ

は特
とく

に皮膚炎
ひふえん

に効果が
こうか

あると言わ
い

れています。

廃止
はいし

された鉄道
てつどう

、信越線
しんえつせん

横川
よこかわ

～軽井沢
かるいさわ

間
ま

の資料館
しりょうかん

と展示館
てんじかん

。縁
えん

内意
ないい

では蒸気
じょうき

機関車
きかんしゃ

「あおうとくん」が走
はし

ります。退役
たいえき

した車両を展示
しゃりょう てんじ

する野外
やがい

スペースなどもあります。

標高
ひょうこう

は1104m、妙義
みょうぎ

荒船
あらふね

佐久
さく

高原
こうげん

国定
こくてい

公園
こうえん

を代表
だいひょう

とする景勝地
けいしょうち

。金
きん

洞
どう

山
やま

にある石
いし

門
もん

群
ぐん

の奇勝
きしょう

は国内
こくない

の代表的
だいひょうてき

な産
さん

学
がく

景勝として有名
けいしょう ゆうめい

だ
だ

。春は桜、秋は紅葉が美し
はる さくら あき こうよう うつく

い。


